別紙様式第１号

　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
補助金交付申請書（取組計画承認申請）
番　　　号　

年　月　日　

一般社団法人中央酪農会議

会長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    住　　　所　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    団　体　名　　　　　　

　　代表者氏名           印

　　年度において、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）を下記のとおり実施したいので、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領第８の１の規定に基づき補助金　　　円を交付されたく、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業の目的
　　別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）取組計画」のとおり
２　事業の内容
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）取組計画」のとおり
３　事業に要する経費及び負担区分
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）取組計画」のとおり
４　事業実施期間
　（１）事業着手年月日　　　　　　年　月　日
　（２）事業完了予定年月日　　　　年　月　日
５　添付書類
　（１）畜産クラスター計画（都道府県知事の承認通知を含む）又は知事特認集団として承認を得たことを証明する書類
　（２）計画の説明に必要な書類
様式１の別添

畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）取組計画

　１　総括表

	 事業内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	国庫補助金
	取組主体
	

	
	円


	円


	円


	

	合計
	
	
	
	


２　事業の目的

	


３　事業実施後の成果
	成果目標の具体的な内容
	成果目標値

	
	直近
(　　年度末)
	目標値
(　　年度末)

	
	
	

	成果の検証方法（直近値及び目標値の算出方法）

	


  （注）本欄には、取組主体自らが行う評価の内容等を記載すること。

　

　　　　

４　交配計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：頭）
	構成員
	         後継牛生産（交配・導入）         
	和牛受精卵 利用
	備考 

	
	 飼養頭数 
	
	性判別精液  利用    
	性判別受精卵利用 
	外部導入  頭数   
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  計
	
	
	
	
	
	
	


（注）事業の要件に合致した計画であること。

５　事業内容

　（１）　後継牛確保対策計画
　　ア　性判別精液及び高受胎率性判別精液利用推進計画
	   構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	本数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


　　（注）構成員ごとに取組内容を区分して記載するものとし、最下行には合計を記載すること。

　　イ　性判別受精卵の利用推進計画
	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	個数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


　　（注）構成員ごとに取組内容を区分して記載するものとし、最下行には合計を記載すること。

　（２）後継牛生産のための採卵計画　　

	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	回数
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


　　（注）構成員ごとに取組内容を区分して記載するものとし、最下行には合計を記載すること。

 　　　　　　

　（３）和子牛生産拡大計画　　

	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	個数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


　　（注）構成員ごとに取組内容を区分して記載するものとし、最下行には合計を記載すること。

　（４）和子牛等育成施設の補改修計画

	実施

時期
	取組

内容
	補助率
	事業費
	負担区分
	積算基礎

	
	
	
	
	補助金
	その他
	費目
	員数
	単価
	金額

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　（注）資材、貸与器具機材ごとに補助対象費目を記載することとし、最下行には合計を記載すること。

　　　

　６　事業の推進実施体制図

	


     （注）実施体制を模式図等により簡潔に記載すること。

　　　　　

　７　その他の添付資料

  　（１）関係機関、受益を受ける経営体及び取組主体の位置図（関係図）

　　（２）その他

別紙様式第２号

　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
補助金交付申請書（技術普及計画承認申請）
番　　　号　

年　月　日　

一般社団法人中央酪農会議

会長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    住　　　所　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    団　体　名　　　　　　

　　代表者氏名           印

　　年度において、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）を下記のとおり実施したいので、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領第８の１の規定に基づき補助金　　　円を交付されたく、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業の目的
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）技術普及計画」のとおり
２　事業の内容
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）技術普及計画」のとおり
３　事業に要する経費及び負担区分
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）技術普及計画」のとおり
４　事業実施期間
　（１）事業着手年月日　　　　　　年　月　日
　（２）事業完了予定年月日　　　　年　月　日
５　添付書類
　　計画の説明に必要な書類
様式２の別添

畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）技術普及計画

　１　総括表

	 事業内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	国庫補助金
	取組主体
	

	
	円


	円


	円


	

	合計
	
	
	
	


２　事業の内容

	テーマ
	

	目的
	

	具体的な取組内容


	（１）取組内容

（２）構成員の役割分担

（３）普及の手順（工程）




    （注）本欄の｢具体的な取組内容｣には、適宜項目を追加するなどして、技術普及の内容を　　　　わかるようにすること。

３　事業実施後の成果
	成果目標の具体的な内容
	成果目標値

	
	直近

(　　年度末)
	目標値
(　　年度末)

	
	
	

	成果の検証方法（直近値及び目標値の算出方法）

	


  （注）本欄には、技術普及主体自らが行う評価の内容等を記載すること。

　　　　

４　経費の内訳

	区分（費目）
	国庫補助金
	積算根拠

	
	
	


　　（注）

　　　１　補助事業を実施するために必要な経費は、実施要領別表２に規定する費目に基づき　　　　計上すること。また、これ以外の費目は計上できない。

　　　２　｢積算基礎｣欄には、積算方法や積算内訳及び積算における考え方などを記載すること。

　　　３　必要に応じて単価等の設定根拠となる資料を添付すること。

　５　事業の実施体制図

	


     （注）実施体制を模式図等により簡潔に記載すること。

　６　その他の添付資料（任意）

別紙様式第３号
　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
補助金交付変更承認申請書（　　計画変更承認申請）
番　　　号　
年　月　日　
一般社団法人中央酪農会議
会長　　　　　　　　　　　殿
住　　　所　　
団　体　名　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　印

　　年　　月　　日付け　 中酪（　　）発第　　　号で補助金の交付決定のあった畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）について、下記の理由により変更したいので承認されたく、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）要領第７の３の規定に基づき申請します。
記
（注）記の記載様式は、別紙様式第１号または２号の記に準ずること。
この場合において、同様式中「事業の目的」を「変更理由」とし、補助金の交付決定により通知された事業の内容及び経費の配分と変更後の事業の内容及び経費の配分とを容易に比較対照できるように変更部分を二段書きとし、変更前を括弧書きで上段に記載すること。
　また、添付書類については、補助金交付申請書に添付したものから変更があったものに限り添付すること。
別紙様式第４号
　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
補助金概算払請求書

番　　　号　
年　月　日　
一般社団法人中央酪農会議
会長　　　　　　　　　　　殿
住　　　所　　　　

団　体　名　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　印
　年　　月　　日付け　中酪（　　）発第　　　　号で補助金の交付決定のあった畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）補助金について、下記のとおり金　　　　円を概算払により支払われたく畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領第８の２の（２）の規定に基づき請求します。

記
１　補助金概算払請求額
	区分
	交付決定
	事業遂行状況
( 年 月 日現在)
	既概算払
受領額
④
	今回概算払

請求額
⑤
	 年 月 日まで予定出来高
	残額
②－④
－⑤＝⑥

	
	事業費①
	補助金②
	事業費③
	補助金
	事業費
出来高
③／①
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	(④+⑤)
/②
	

	
	円
	円
	円
	円
	％
	円
	円
	％
	円

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）それぞれの事業項目ごとに記載することとし、請求時点での事業費及び
補助金の月別の支出実績及び支出計画を添付すること。

２　振込先金融機関名等
○○銀行　○○支店　○○預金　口座番号○○○○　口座名義○○○○

別紙様式第５号
　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
事業成果（実績）報告書

番　　　号　
年　月　日　
一般社団法人中央酪農会議
会長　　　　　　　　　　　殿
住　　　所　　　　
団　体　名　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　中酪（　　）発第　　　　号で補助金の交付決定のあった畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）について、下記のとおり実施したので、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領第１０の１の規定に基づきその実績を報告します。
なお、併せて精算額　　　　　　円の交付を請求します。
記
１　事業の目的
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実績」のとおり
２　事業の内容
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実績」のとおり
３　事業に要する経費及び負担区分
別添「畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実績」のとおり
４　事業に係る精算額
	区分
	交付決定
	事業実績
	既概算払額
	今回精算払請求額

	
	事業費
	補助金
	事業費
	補助金
	
	

	
	円
	円
	円
	円
	円
	円

	合計
	
	
	
	
	
	


５　事業実施期間
　（１）事業着手年月日　　　　　　年　月　日
　（２）事業完了年月日　　　　　　年　月　日
６　振込先金融機関名等
　　○○銀行　○○支店　○○預金　口座番号○○○○　口座名義○○○○
様式５の別添１（取組主体）

畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実績

　１　総括表

	 事業内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	国庫補助金
	取組主体
	

	
	円


	円


	円


	

	合計
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　　　

２　事業の目的

	


３　交配実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：頭）
	構成員
	         後継牛生産（交配・導入）         
	和牛受精卵 利用
	備考 

	
	 飼養頭数 
	
	性判別精液  利用    
	性判別受精卵利用 
	外部導入  頭数   
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	  計
	
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

４　事業内容

　（１）　後継牛確保対策実績

　　ア　性判別精液及び高受胎率性判別精液の利用推進実績
	   構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	本数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　イ　性判別受精卵の利用推進実績
	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	個数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　（２）後継牛生産のための採卵実績　　

	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	回数
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　（３）和子牛生産拡大実績　　

	構成員
	内容
	積算根拠
	事業費
	補助金
	備考

	
	
	本数
	単価
	技術料
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　（４）和子牛等育成施設の補改修実績

	実施

時期
	取組

内容
	補助率
	事業費
	負担区分
	積算基礎

	
	
	
	
	補助金
	その他
	費目
	員数
	単価
	金額

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　　　　

　５　その他の添付資料

    （１）貸付契約の写し又は同様の内容が確認できる書類

　　（２）その他

[image: image7.emf]様式５の別添１-１-（１）

取組主体名：

名号 登録番号

総合指

数順位

左記順位

獲得年月

A B C=A+B D E=D/2 F

合計

※１　： Eの金額と6,000円どちらか少ない金額

※２　： a　ゲノミック評価結果により判断

b　牛群検定成績により判断

c-1　対象牛の父牛の交配精液の能力が高い

c-2　対象牛の体型が搾乳に適している

c-3　対象牛の気性が良く扱いやすい

c-4　対象牛の乳量・乳質が高い

c-5　その他

※　　： 購入した精液の証拠書類及び授精を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

性判別精液利用推進管理台帳

備考

授精

経費

事業費

１頭あたり

の事業費

１頭あたり

の事業費の

1/2

補助金

※１

能力確認

※２

精液情報

種雄牛

精液代

取組生産者

飼養

頭数

事業対象

乳用雌牛

個体識別

番号

飼養者 授精日

取組

頭数



[image: image8.emf]様式５の別添１-１-（２）

取組主体名：

名号 登録番号

総合指

数順位

左記順位

獲得年月

A B C=A+B D E=D/2 F

合計

※１　： Eの金額と10,000円どちらか少ない金額

※２　： a　ゲノミック評価結果により判断

b　牛群検定成績により判断

c-1　対象牛の父牛の交配精液の能力が高い

c-2　対象牛の体型が搾乳に適している

c-3　対象牛の気性が良く扱いやすい

c-4　対象牛の乳量・乳質が高い

c-5　その他

※　　： 購入した精液の証拠書類及び授精を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

種雄牛

高受胎率性判別精液利用推進管理台帳

事業費

１頭あたり

の事業費

１頭あたり

の事業費の

1/2

補助金

※１

能力確認

※２

備考 授精日

精液情報

精液代

授精

経費

取組生産者

飼養

頭数

取組

頭数

事業対象

乳用雌牛

個体識別

番号

飼養者



[image: image1.emf]様式５の別添１-２

取組主体名：

名号

個体識別番号

（登録番号）

要件確認

※１

名号 登録番号

総合指

数順位

左記順位

獲得年月

A B C=A+B D E=D/2 F

合計

※１　： 実施要領第３の６の供卵牛の要件を満たしていれば○を記入する

※２　： Eの金額と100,000円どちらか少ない金額

※　　： 購入した受精卵の証拠書類及び移植を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

受精卵

証明書

番号

品種

供卵牛 交配種雄牛

取組生産者

飼養

頭数

取組

頭数

事業対象

乳用雌牛

個体識別

番号

飼養者 移植日

受精卵情報

性判別受精卵利用推進管理台帳

事業費

１頭あたり

の事業費

１頭あたり

の事業費の

1/2

補助金

※２

備考

受精卵

代

移植

経費



[image: image2.emf]様式５の別添１-３

取組主体名：

乳用牛

品種 個体識別番号

要件確認

※１

品種 名号 登録番号

総合指

数順位

左記順位

獲得年月

A B C

合計

※１　： 実施要領第３の６の供卵牛の要件を満たしていれば○を記入する

※２　： Bの金額と17,000円どちらか少ない金額

※　　： 採卵を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

採卵管理台帳

取組生産者

飼養

頭数

取組

頭数

事業対象雌牛

飼養者 採卵日

精液情報

補助金

※２

備考

乳用牛・和牛共通 乳用牛・和牛共通 乳用牛

採卵

経費

１回あたり

の事業費



[image: image3.emf]様式５の別添１-４-（１）

取組主体名：

名号

個体識別番号

（登録番号）

名号 登録番号

要件確認

※２

A B C=A+B D E=D/2 F

合計

※１　： 別添２の点検シートの内容が問題なければ〇を記入する。

※２　： 実施要領第３の７の交配種雄牛の要件を満たしていれば○を記入する（黒毛和種の場合）

※３　： Eの金額と70,000円どちらか少ない金額

※４　： a　ゲノミック評価結果により判断

b　牛群検定成績により判断

c-1　対象牛の父牛の交配精液の能力が低い

c-2　対象牛の体型が搾乳に適していない

c-3　対象牛の気性が荒く扱いにくい

c-4　対象牛の乳量・乳質が低い

c-5　その他

※　　： 購入した受精卵の証拠書類及び移植を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

和子牛生産拡大対策管理台帳

事業費

１頭あたり

の事業費

１頭あたり

の事業費の

1/2

補助金

※３

能力確認

※４

備考 移植日

受精卵

代

移植経

費

取組生産者

飼養

頭数

取組

頭数

事業対象

乳用雌牛

個体識別

番号

飼養者

受精卵

証明書

番号

品種

供卵牛 交配種雄牛

受精卵情報

点検

シート

※１


[image: image4.emf]様式５の別添１-４-（２）

取組主体名：

名号

個体識別番号

（登録番号）

名号 登録番号

要件確認

※２

A B C=A+B D E=D/2 F

合計

※１　： 別添２の点検シートの内容が問題なければ〇を記入する。

※２　： 実施要領第３の７の交配種雄牛の要件を満たしていれば○を記入する（黒毛和種の場合）

※３　： Eの金額と100,000円どちらか少ない金額

※４　： a　ゲノミック評価結果により判断

b　牛群検定成績により判断

c-1　対象牛の父牛の交配精液の能力が低い

c-2　対象牛の体型が搾乳に適していない

c-3　対象牛の気性が荒く扱いにくい

c-4　対象牛の乳量・乳質が低い

c-5　その他

※　　： 購入した受精卵の証拠書類及び移植を行ったことを証明するものの写しを整備すること。

和子牛生産拡大対策管理台帳

取組生産者

飼養

頭数

取組

頭数

点検

シート

※１

事業対象

乳用雌牛

個体識別

番号

飼養者 移植日

受精卵情報

能力確認

※４

備考

受精卵

証明書

番号

品種

供卵牛 交配種雄牛

受精卵

代

移植経

費

事業費

１頭あたり

の事業費

１頭あたり

の事業費の

1/2

補助金

※３



様式５の別添２（技術普及主体）

畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実績

　１　総括表

	 事業内容
	事業費
	負担区分
	備考

	
	
	国庫補助金
	取組主体
	

	
	円


	円


	円


	

	合計
	
	
	
	


（注）計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　　　

２　経費の内訳

	区分（費目）
	国庫補助金
	積算根拠

	
	
	


　　（注）

　　　１　計画と実績が比較できるように２段書きにし、上段に計画を括弧書きし、下段に実績を記入すること。

　　　２　補助事業を実施するために必要な経費は、実施要領別表２に規定する費目に基づき　　　　計上すること。また、これ以外の費目は計上できない。

　　　３　｢積算基礎｣欄には、積算方法や積算内訳及び積算における考え方などを記載すること。

　　　４　必要に応じて単価等の設定根拠となる資料を添付すること。

　３　その他の添付資料（任意）

別紙様式第６号
　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）
に係る仕入れに係る消費税等相当額報告書

番　　　号　
年　月　日　
一般社団法人中央酪農会議
会長　　　　　　　　　　　殿
住　　　所　　　　
団　体　名　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　印
　　年　　月　　日付け　　中酪（　　）発第　　　号で補助金の交付決定のあった畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）補助金について、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領第１５の３の規定に基づき下記のとおり報告します。
なお、併せて補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額　　　　　　円を返還します。
記
１　補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）第15条の補助金の額の確定額（　年　月　日付け　中酪（　　）発第　　号による額の確定通知額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　　　　円
２　補助金の確定時に減額した仕入れに係る消費税等相当額　
金　　　　　円
３　消費税及び地方消費税の申告により確定した仕入れに係る消費税等相当額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　　　　　円
４　補助金返還相当額（３－２）

金 　　　　円

注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
なお、事業取組主体が法人格を有しない組合等の場合は、すべての構成員分を添付すること。
・消費税確定申告書の写し(税務署の収受印等のあるもの)

・付表２「課税売上割合・控除対象仕入税額等の計算表」の写し
・３の金額の積算の内訳（人件費に通勤手当を含む場合は、その内訳を確認できる資料も併せて提出すること）
・事業取組主体が消費税法第６０条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料
５　当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかにならない場合、その状況を記載

注：消費税及び地方消費税の確定申告が完了していない場合にあっては、申告予定時期も記載すること。
６　当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額がない場合、その理由を記載

注：記載内容の確認のため、以下の資料を添付すること。
なお、事業取組主体が法人格を有しない組合等の場合は、すべての構成員分を添付すること。
・免税事業者の場合は、補助事業実施年度の前々年度に係る法人税（個人事業者の場合は所得税）確定申告書の写し（税務署の収受印等のあるもの）及び損益計算書等、売上高を確認できる資料
・簡易課税制度の適用を受ける事業者の場合は、補助事業実施年度における消費税確定申告書（簡易課税用）の写し（税務署の収受印等のあるもの）
・事業取組主体が消費税法第６０条第４項に定める法人等である場合は、同項に規定する特定収入の割合を確認できる資料
別紙様式第７号（単記式）
性判別精液授精対象牛選定理由確認書
　　年　　月　　日
　取組主体の長　宛て
　　　　　　　　　　　　　　　　［申請者］
　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　印　
飼養者氏名：
個体識別番号：
　性判別精液授精の対象である牛を上位１/２の能力と判断した基準を次から選択してください。
□　ゲノミック評価結果により判断
□　牛群検定成績により判断
□　所有者独自の判断(主な理由に○をつけてください)
　　　１　対象牛の父牛の交配精液の能力が高い
　　　２　対象牛の体型が搾乳に適している
　　　３　対象牛の気性が良く扱いやすい
　　　４　対象牛の乳量・乳質が高い
　　　５　その他(理由を記入してください)
[image: image5.emf]取組主体の長　宛て

［申請者］

住所：

氏名：

対象牛の父

牛の交配精

液の能力が

高い

対象牛の体

型が搾乳に

適している

対象牛の気

性が良く扱

いやすい

対象牛の乳

量・乳質が

高い

その他

その他の理由を具体的に記入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

別紙様式第７号（連記式）



印

　　年　　月　　日

所有者独自の判断

性判別精液授精の対象である牛を上位１/２の能力と判断した基準に○

性判別精液授精対象牛選定理由確認書

事業対象乳用雌牛

個体識別番号

（10桁）

飼養者

ゲノミック

評価結果に

より判断

牛群検定成

績により判

断

№



別紙様式第８号（単記式）
和牛受精卵移植対象牛選定理由確認書
　　年　　月　　日
　取組主体の長　宛て
　　　　　　　　　　　　　　　　［申請者］
　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　印　
飼養者氏名：
個体識別番号：
　受精卵移植の対象である牛を下位１/３の能力と判断した基準を次から選択してください。
□　ゲノミック評価結果により判断
□　牛群検定成績により判断
□　所有者独自の判断(主な理由に○をつけてください)
　　　１　対象牛の父牛の交配精液の能力が低い
　　　２　対象牛の体型が搾乳に適していない
　　　３　対象牛の気性が荒く扱いにくい
　　　４　対象牛の乳量・乳質が低い
　　　５　その他(理由を記入してください)
[image: image6.emf]取組主体の長　宛て

［申請者］

住所：

氏名：

対象牛の父

牛の交配精

液の能力が

低い

対象牛の体

型が搾乳に

適していな

い

対象牛の気

性が荒く扱

いにくい

対象牛の乳

量・乳質が

低い

その他 その他の理由を具体的に記入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

別紙様式第８号（連記式）



印

　　年　　月　　日

所有者独自の判断

受精卵移植の対象である牛を下位１/３の能力と判断した基準に○

和牛受精卵移植対象牛選定理由確認書

事業対象乳用雌牛

個体識別番号

（10桁）

飼養者

ゲノミック

評価結果に

より判断

牛群検定成

績により判

断

№



別記様式第９号

　　年度畜産・酪農生産力強化対策事業効果評価書
（酪農経営改善対策）
                                                                         番　　　号
                                                                         年　月　日
一般社団法人中央酪農会議
会長　　　　　　　　　　　殿
                                     　　　 　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
          　　　                      　　　　代表者　　　　　　　　印
　下記のとおり、畜産・酪農生産力強化対策事業（酪農経営改善対策）実施要領（○年○月○日付け中酪第○号）第11の１の規定に基づき、関係書類を添えて報告します。
記
１　事業の目的
２　事業の成果
別添「事業の成果状況」のとおり
様式９の別添１
事業の成果状況
　１　基本情報          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                   （単位：円）
	都道府県名

	市町村名
 
	取組主体又は
技術普及主体
	事業費
   
	補助金

	備考


	
	
	
	
	
	


２　成果の概要
	成果目標の具体的な内容
	成果目標

	
	計画策定時
(　　年末)
	成果実績
(　　年末)

	
	
	

	成果の検証方法（直近値及び成果の算出方法）

	


  （注）取組計画又は技術普及計画から転記すること。
　３　現状及び成果
	効果

	現状及び成果実績
	備考


	
	 計画策定時
（　　年末）
	目標年度
（　　年末）
	

	
	
	
	

	
	
	
	


 ４　成果の変動要因の考察及び今後の対応方針　
	（１）変動要因の考察
（２）今後の対応方針



  ５　その他
	


    （注）特記すべき事項があれば記載すること。
  ６　添付資料（任意）
